
近年テキスト画像に加えて電子化されたテキストの公開が推進されるようになり、テキストの内容

についても検索可能になってきた。RAG（Retrieval-Augmented Generation）などの技術を

活用した研究方法の在り方が模索されるなかで、テキストの読み方や人文学者の役割の変化

が予想されている。たとえば、ある主題について書かれたテキストがどこに存在しているかといっ

た知識については、いかに広範に正確に記憶しているかよりも、いかに網羅的に迅速に検索で

きるかが重視されるようになる可能性が高い。本発表では、AI技術の支援を取り入れた人文学

研究の取り組みを紹介し、非科学的とみなされてきた物語を含むイスラーム神秘主義テキストの

新しい読み方について述べたい。
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